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『
神

秘
鈔
』
註
解
（
三
）

陶

中
世
神

信
仰
研
究
会

陶

解
題

『

』
註
解
の
第
三
回
、
巻
下
の
訓
読
と
註
解
で
あ
る

『

』
は
今
回
で
一
応
完
結
と
す
る
。

神

秘
鈔

神

秘
鈔

陶

陶

。

巻
下
は
、
神
道
与
密
教
一
致
事
／
大
神
宮
宰
両
部
事
／
神
以
水
火
示
不
二
事
／
天
照
神
与
大
日
本
迹
事
／
大
神
宮
仕
狐
狼
事
／

大
師
与
天
照
神
一
体
事
、
の
全
六
条
か
ら
な
る
。
巻
下
の
中
心
は
、
分
量
的
に
も
内
容
的
に
も
第
一
七
条
の
「
神
道
与
密
教
一
致

事
」
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
第
一
七
条
を
中
心
に
、
巻
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

吾
が
神
等
の
劫
初
の
振
舞
と
密
教
の
事
相
と
一
致
の
義
、
之
在
り
と
云
々
」
と
あ
る
よ

第
一
七
条
は
、
最
初
の
問
い
で
「

う
に

「
神
の
振
舞
い
」
す
な
わ
ち
神
話
と
密
教
の
事
相
の
一
致
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
密
教
儀
礼
を
神
話

、

的
解
釈
に
よ
っ
て
読
み
替
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
逆
に
神
話
を
密
教
儀
礼
に
よ
っ
て
意
義
づ
け
る
こ

と
と
も
な
る
。
密
教
儀
礼
に
よ
る
神
話
世
界
の
再
構
築
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
「
中
世
神
話
」
の
ひ
と
つ

の
バ
リ
ア
ン
ト
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
条
の
中
心
は
、
護
摩
壇
の
結
構
や
護
摩
の
作
法
に
つ
い
て
の
教
理
的

『神祇秘鈔』註解（三）
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解
釈
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
神
話
の
神
々
に
置
き
換
え
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
護
摩
壇
の
上

に
は
、
天
照
太
神
を
中
心
と
す
る
神
々
の
世
界
が
現
出
す
る
。
荒
御
前
の
神
々
に
よ
っ
て
厳
し
く
結
界
さ
れ
た
空
間
に
、

（

）

。

、

、

天
の
巌
戸

鉄
塔

か
ら
天
照
太
神
が
姿
を
現
す
の
で
あ
る

そ
れ
は
一
方
で

本
書
を
通
し
て
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る

天
照
太
神
は
法
性
神
で
あ
っ
て
自
受
法
楽
し
て
い
る
が
た
め
に
、
念
誦
読
経
等
の
法
楽
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
と
表
裏

一
体
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
天
照
太
神
は
、
無
名
無
体
に
し
て
本
地
を
持
た
ぬ
本
覚
神
・
法
性
神
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
他

の
神
の
よ
う
に
神
楽
や
神
前
読
経
な
ど
と
い
っ
た
、
殊
更
に
神
を
悦
ば
そ
う
と
し
た
り
神
身
離
脱
を
促
し
た
り
す
る
た
め

の
法
楽
を
受
け
付
け
な
い
。
天
照
太
神
は
、
本
迹
関
係
を
介
さ
ず
に
大
日
と
一
体
異
名
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
護
摩
等
の
儀

礼
を
修
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
天
照
太
神
へ
の
絶
対
的
帰
依
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
護
摩
を
修
す
る
場
が
あ

っ
て
、
そ
こ
に
天
照
太
神
を
観
念
す
る
よ
う
な
状
況
と
い
う
も
の
を
想
像
し
た
と
き
、
や
は
り
本
書
の
成
立
に
は
伊
勢
神

宮
周
辺
の
密
教
寺
院
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
、
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

下
巻
に
お
い
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
が
、
第
二
十
一
条
の
「
大
神
宮
仕
狐
狼
事
」
で
取

り
あ
げ
る
「
子
良
」
の
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
中
巻
の
第
一
三
・
一
四
条
で
も
議
論
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
天
照
太
神
が

法
楽
を
受
け
な
い
神
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
の
社
の
よ
う
な
巫
女
は
必
要
な
い
は
ず
で
あ
り
、
神
宮
に
「
子
良
」
と
称
す

が
存
在
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
子
良
の
意
義
を
解
釈
す
る
に
、
子
良
を
狐
狼
と
読
み
か
え
て
、
ダ

る
童
女

キ
ニ
天
と
結
び
つ
け
、
そ
れ
を
宝
珠
を
介
し
て
弁
才
天
と
結
び
つ
け
る
。
そ
し
て
、
弁
才
天
は
法
華
経
所
説
の
八
歳
の
龍

女
へ
と
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
は
文
殊
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
。
宝
珠
を
ひ
と
つ
の
キ
ー
と
な
る
モ
チ
ー
フ
と
し
な
が
ら
、
天
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照
太
神
と
弁
才
天
と
宝
珠
を
、
ま
る
で
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
説
の
よ
う
に
一
体
化
さ
せ
て
ゆ
く
。
こ
の
あ
た
り
の
ア

ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
論
理
操
作
は
非
常
に
魅
力
的
で
あ
る
が
、
と
て
も
ひ
と
言
で
は
説
明
で
き
な
い
内
容
な
の
で
、
ぜ
ひ

原
文
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。
神
宮
の
子
良
は
、
従
来
よ
り
即
位
灌
頂
の
秘
儀
を
巡
る
言
説
の
媒
介
と
し
て
、
山
本
ひ

ろ
子
氏
ら
に
よ
っ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
直
接
に
は
即
位
灌
頂
の
よ
う
な
王
権
神
話
と
は
結
び
つ
か
な

い
、
教
理
的
展
開
と
し
て
、
注
目
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
最
後
に
、
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
、
少
し
説
明
し
て
お
き
た
い
。
底
本
で
あ
る
真
福
寺
本
に
お
い
て
、
序
の
後
に
付
さ
れ

た
目
録
の
箇
条
の
順
が
、
本
文
の
章
立
て
の
順
と
は
異
な
る
こ
と
は
、
す
で
に
阿
部
泰
郎
氏
の
解
題
で
も
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
で

あ
る
。
前
回
の
解
題
で
も
予
告
し
た
が
、
実
は
、
ほ
ぼ
こ
の
目
録
ど
お
り
の
章
立
て
を
持
つ
伝
本
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
校
訂
に

用
い
た
菊
亭
家
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
は
、
７
大
神
宮
秘
所
事
と
８
神
号
分
別
事
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
除
い

て
、
こ
の
目
録
ど
お
り
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
狩
野
文
庫
本
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
は
、
上
巻
の
み
の
零
本

で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
配
列
で
あ
る
。
さ
ら
に
前
回
の
解
題
で
触
れ
た
高
野
山
三
宝
院
文
庫
（
宝
寿
院
旧
蔵
）
本
（
高
野
山
大

）

、

、

。
（

）

学
図
書
館
蔵

も

下
巻
の
み
の
零
本
で
あ
る
が

や
は
り
こ
れ
と
同
じ
構
成
を
し
て
い
る

後
掲
の
対
照
表
を
参
照
の
こ
と

こ
の
こ
と
か
ら
、
真
福
寺
本
の
目
録
ど
お
り
の
配
列
を
持
つ
系
統
の
伝
本
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
と
な
る

と
当
然
、
ど
ち
ら
の
系
統
が
よ
り
原
態
に
近
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
残
念
な
が
ら
現
時
点

で
は
わ
か
ら
な
い
と
し
か
言
え
な
い
。
前
後
の
条
と
の
内
容
の
関
連
性
、
用
語
の
共
通
性
等
々
、
検
討
を
加
え
て
は
み
た
が
、
ど

ち
ら
か
一
方
が
原
態
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
足
る
明
確
な
証
拠
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ご
く
普
通
に
考
え
た

場
合
、
序
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
目
録
の
順
の
構
成
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
本
文
の
中
で
条
の
配
列
の
入
れ
替
え
が
起
き
た
と
推

『神祇秘鈔』註解（三）
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測
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
、
と
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
こ
う
し
た
配
列
の
移
動
が
起
き
る
の
は
、
阿
部
氏
も
指
摘
す
る
と

お
り
、
本
書
が
基
本
的
に
口
決
の
筆
録
集
成
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
研
究
会
で
足
か
け
五
年
に
わ
た
っ
て
全
巻
を
通

読
し
て
み
て
思
う
こ
と
は
、
箇
々
の
条
目
の
内
容
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
る
も
の
の
、
決
し
て
知
識
の
寄
せ
集
め
と
い

っ
た
感
じ
で
は
な
く
、
意
外
と
統
一
感
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
条
と
条
の
間
に
は
微
妙
な
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
て

お
り
、
同
じ
よ
う
な
問
題
に
言
及
し
な
が
ら
も
重
複
は
意
外
に
少
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
本
書
は
序
に
も
書
か
れ

て
い
る
と
お
り
、
明
確
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
師
の
口
決
を
筆
録
・
整
理
し
、
三
巻
の
書
と
し
て
編
集
し
た
も
の
と
考
え
て
よ

（
門
屋
）

い
だ
ろ
う
。

真
福
寺
本
・
蓬
左
文
庫
本
他

諸
伝
本

菊
亭
家
本
・
狩
野
文
庫
本
・
宝
寿
院
旧
蔵
本

１

天
地
立
相
并
神
道
等
事

１

天
地
立
相
并
神
道
等
事

２

神
名
体
事

２

神
名
体
事

３

神
来
降
事

３

神
来
降
事

４

就
神
体
其
義
繁
多
事

４

就
神
体
其
義
繁
多
事

５

地
神
第
一
尊
欲
界
天
主
元
初
事

５

地
神
第
一
尊
欲
界
天
主
元
初
事

６

御
鎮
坐
事

６

御
鎮
坐
事

７

大
神
宮
秘
所
事

７

大
神
宮
秘
所
事
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８

神
号
分
別
事

８

神
号
分
別
事

９

神
所
変
事

９

神
所
変
事

神
之
天
上
天
下
事
（
以
上
上
巻
）

神
仏
本
迹
事
（
以
上
上
巻
）

10

12

日
本
神
生
国
事

依
神
明
法
楽
顕
善
悪
二
辺
事

11

13

神
仏
本
迹
事

大
神
宮
忌
僧
尼
等
事

12

14

依
神
明
法
楽
顕
善
悪
二
辺
事

日
本
神
生
国
事

13

11

大
神
宮
忌
僧
尼
等
事

大
神
宮
仕
狐
狼
事

14

21

大
神
宮
求
聞
持
相
応
事

大
神
宮
求
聞
持
相
応
事

15

15

神
者
為
不
生
理
又
三
千
界
主
事
（
以
上
中
巻
）

神
者
為
不
生
理
又
三
千
界
主
事
（
以
上
中
巻
）

16

16

神
道
与
密
教
一
致
事

天
照
神
与
大
日
本
迹
事

17

20

大
神
宮
宰
両
部
事

神
之
天
上
天
下
事

18

10

神
以
水
火
示
不
二
事

大
神
宮
宰
両
部
事

19

18

天
照
神
与
大
日
本
迹
事

神
道
与
密
教
一
致
事

20

17

大
神
宮
仕
狐
狼
事

神
以
水
火
示
不
二
事

21

19

大
師
与
天
照
神
一
体
事
（
以
上
下
巻
）

大
師
与
天
照
神
一
体
事

(

以
上
下
巻)

22

22

『神祇秘鈔』註解（三）
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【

】

凡

例

一
、
本
稿
は
『
神

秘
鈔
』
巻
下
（
第
一
七
条
〜
第
二
二
条
）
の
訓
読
・
註
解
で
あ
る
。

陶

一
、
底
本
に
は
〈
真
福
寺
善
本
叢
刊
７

『
中
世
日
本
紀
集

（
臨
川
書
店

一
九
九
九
年
）
に
収
録
さ
れ
た
真
福
寺
宝
生
院
蔵

〉

』

の
影
印
本
を
使
用
し
た
。
ま
た
【
本
文
】
の
作
成
に
際
し
、
同
書
所
収
の
飜
刻
を
参
考
に
し
た
。

一
、
読
解
に
当
た
っ
て
は
、
蓬
左
文
庫
本
、
吉
田
文
庫
〈
享
保
十
三
年
写
〉
本
、
菊
亭
家
本
、
清
家
文
庫
本
、
宝
菩
提
院
〈
宝
永

元
年
写
〉
本
を
参
照
し
た
。
但
し
本
稿
は
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
校
訂
本
文
（
定
本
）
を
作
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
内
容
上
明
ら
か
に
訂
正
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
校
異
を
と
り
、
基

本
的
に
は
底
本
の
記
述
に
随
っ
た
。

一

【
本
文
】
に
お
い
て
底
本
に
付
け
ら
れ
て
い
る
ル
ビ
・
送
り
仮
名
・
返
り
点
は
原
則
と
し
て
省
略
に
随
っ
た
。
但
し
本
文
化

、
し
て
い
る
送
り
仮
名
は
一
部
（
給
、
玉
、
御
な
ど
）
を
載
せ
、
他
に
つ
い
て
は
【
訓
読
・
釈
文
】
に
お
い
て
補
読
し
た
。

詳
し
く
は
影
印
本
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
字
体
は
一
部
を
除
き
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
割
注
は
〔

〕
に
よ
り
示
し
た
。

一
、
読
解
の
便
宜
上
、
私
意
に
よ
り
改
行
・
句
読
点
を
施
し
た
。
ま
た
各
条
の
初
め
に
条
番
号
を
付
し
た
。

一

【
訓
読
・
釈
文
】
は
底
本
及
び
諸
本
の
ル
ビ
・
送
り
仮
名
な
ど
を
参
照
し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
な
い
箇

、
所
も
あ
る
。

一

【
註
】
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
・
参
考
文
献
等
は
最
後
に
一
括
し
て
掲
載
し
た

（
但
し
大
正
蔵
に
つ
い
て
は
便
を
考
え
当

、

。
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該
箇
所
に
頁
数
を
示
し
、
後
に
は
掲
載
し
て
い
な
い

）
。

一
、
本
稿
は
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
哲
学
専
攻
の
院
生
を
中
心
と
し
た
研
究
会
（
中
世
神
祇
信
仰
研
究
会
）
に
お

け
る
輪
読
の
成
果
で
あ
る
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
。
河
合
勝
美
・
清
水
則
夫
・
鈴
木
英
之
・
原
克
昭
・
林
東
洋

・
平
沢
卓
也
・
白
勝
娟
・
森
瑞
枝
・
林
山
ま
ゆ
り
・
渡
辺
麻
里
子
・
門
屋
温
。
原
稿
は
輪
読
の
担
当
者
が
作
成
し
、
そ
れ

を
全
員
で
検
討
し
た
後
、
最
終
的
に
門
屋
が
ま
と
め
た
。

『神祇秘鈔』註解（三）


